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日本地球惑星科学連合の現状
日本地球惑星科学連合2007年大会のお知らせ
文部科学省に提出した提言について
委員会報告
評議会議事録

らせのための連合ニュースを、お送りする時期となりました 日
本地球惑星科学連合も発足後 1年半を経過し、現在の加盟学協会
の数は4 6、加盟学協会の会員数の総数はおよそ5 万3 千人とな
っています( 表参照) . これらの加盟学協会が力1¥ーする学問分野
は、表の学会名を見ていただければ分かるように、従来の地球惑
星科学の枠組みをこえて、周辺の分野にまで広がっています. 地
球惑星科学が研究対象とする領域は，地球から出発して，太陽系
を構成する天体からさらには宇宙空間にまで広がり，その研究手
法も多岐にわたっています. さらに，地震の発生や火山の噴火，
異常気象などに関連した自然災害科学としての側面，地球の温暖
化や砂漠化，エルニーニョによる気候変動，あるいはオゾンクラ
イシスといった環境科学としての側面など、地球惑星科学と人聞
社会との関係は従来にも増して密接なものとなりつつあります.
現在の連合の加盟学協会の広がりは、このような地球惑星科学の
近年の進展が反映されているためであると考えられますしかし、
連合が劃墓に大きくなったがために、各加盟割弱会問で、お互い
に十分に知りあうには至っていません このような学協会の会員

本号では日本地球惑星科学連合の現状をご報告するとともに、 の方々の交流を深める上では、連合大会に参加されることが、特
連合 2007年大会の内容とスケジュールについてお知らせします に重要と考えています
また，文部科学省への教育提言および委員会報告、評議会議事録 連合の役割の 1つは、地球惑星科学コミュニティーを代表する
を掲載致します 対外的な窓口組織として、国や一自主社会に対して提言判帯蹄信

[  1  ]  日本地球惑星科学連合の現状

日本地球惑星科学連合代表・運営会議議長 浜野洋三
( 東京大学教授)

2006年も、はや 12月になり、来年度 2007年の連合大会のお知

を行っていくことです このためには、地球惑星科学分野の意見
の集約や意思の統一等によって、地球惑星科学コミュニティーと
しての見解をまとめることが必要となります多様な学協会の連
合体である連合が、統一した見解を形成できる環境を整えるため
には、連合に加盟する学協会それぞれが、地球惑星科学の分野の
多4剥生と広がりを認識し、自分たちとは異る様々な立場や考え方
があることを認識することがまず必要です. このようなE蕊哉の上
に立って、地球惑星科学に関わる外部の環境についての情報を共

表 日; 刺邸求惑星科学連合加盟明白易会 (2006年 12月現在)
加盟学協会 会員数 設立年 加盟学協会 会員数 設立年

1東尽地学協会 841 1879 24 日本鉱物学会 720 1955 
2 日本地震学会 2351 1880 25 日本堆積学会 506 1957 
3 日本気象学会 3800 1882 26 日本第四紀学会 1620 1957 
4 日本地質学会 4689 1893 27 地理教育研究会 397 1957 
5 日本地理学会 3089 1925 28 日本粘土学会 450 1958 
6 日本岩右鉱物鉱床学会 707 1928 29 日本応用地質学会 2353 1958 
7 日本陸水学会 1202 1931 30 日本地下水学会 1100 1959 
8 日本火山学会 1204 1932 31 地理科学学会 609 1961 
9 石油技術協会 1726 1933 32 日本国際地図学会 808 1962 
10 日本吉生物学会 1081 1935 33 日本写真測量学会 1200 1962 
11 日本雪氷学会 929 1939 34 生命の起原および進化学会 272 19751 
12 日本海洋学会 1815 1941 35 日本地熱学会 570 1978 
13 日本農業気象学会 1010 1942 36 日本地形学連合 725 1979 
14 地球電磁気・地球惑星圏学会 742 1947 37 日本リモートセンシング学会 1162 1981 
15 東北地理学会 801 1947 38 日本宇宙生物科学会 487 1987 
16 地学団体研究会 1800 1947 39 日本水文科学会 332 1987 
17 人文地理学会 1587 1948 40 水文・水資源学会 1261 1988 
18 日本地学教育学会 780 1948 41 生態工学会 400 1989 
19 物理探査学会 1443 1948 42 日本沙漠学会 474 1990 
20 日本地理教育学会 625 1950 43 日本情報地質学会 478 1990 
21 資源地質学会 800 1951 44 地理情報シスァム学会 1583 1991 
22 日本地球化学会 946 1953 45 日本惑星科学会 593 1991 
23 日本測地学会 511 19541 46 大気化学研究会 235 1999 
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有することによって、各加盟学会が合意する地球惑星科学として
のまとまった見解を作り出すことができるようになります. この
ような状況を実現するためにも、連合大会が重要な役割を担って
います連合大会には、地球惑星科学に関わる研究成果の発表と
情報交換、参加する学会の会員の方々の交流の場としての役割が
ありますが、地球惑星科軒士野の多樹生や広がりを知る上でも重
要です
2007年の連合大会は、1990年に始まった地球惑星科学関連学会
合同大会から数えると、 18回目の大会となります. 合同大会を継
続してきたことが、各学協会聞の垣根を低くして、最終的に連合
の設立lこ結びついたことから明らかなように、地獄惑星科学に関
わるできるだけ多くの学会の会員が連合大会に参加することによ
って、連合がパワーアップして、地球惑星科学としてのまとまり
をさらに強固なものにするのに役立つと考えています.2007年の
連合大会は、協賛学会も加えて 5 0程度の学協会が参加し、すで
に受付が終わったセッション提案数は 1 3 4となり、昨年の 1 0
8 に比べて大幅に増加しています. 新に連合に加盟された学協会
の方々からのセッション提案もあります. ぜひ、これまでに参加
されたことのない多くの学会の会員の方が参加され、活発な相互
作用があることを願っております
本連合が，国際的にも連携して地球惑星科学の分野の世界的な
発展に貢献すると共に、環境問題，災害問題などの人類社会から
の要請にも応えて、国や一般社会への提言や情報発信を行なって
いく上では，新しい体制で発足した日本学術会議との連携、協力
は必須です. この 1年聞は、連合も日本学術会議も発足したばか
りであり、休制を整備することに多くの時聞が使われました目 し

210人、連携会員 2000人という全容が整いました地球惑星科学
を専門とする会員及び連携会員 6 3名については、会員 6人から
構成される地球惑星科学委員会のもとに、学術関係を麗義する分
科会、社会貢献のための分科会、国際対応のための分科会、小委
員会等が3割蔚され、それらに配属されることで、活動を開始した
ところです連合では、各加盟学協会と学術会議の聞の双方向の
協力関係を実現するための、体制を整備しています高丘、学術
会議の会員の方々の御協力によって、連合のホームページにある
「日本学術会議の動向」のセクションを大幅に増強し、委員会、

議の地球惑星科学に関わる多くの情報を掲載しています学術会
議の地球惑星科学委員会に関わる情報は、このページを見ていた

[2] 日本地球惑星科学連合
2 0 0 7年大会のお知らせ

日本地球惑星科学連合

日本惑星科学連合が設立されてから 2回目の大会となり、 2 0
0 6年 1 1月現在、加盟学協会が4 6学会となりました来年は
さらに新しい分野のセッションがいくつか開雀されますアウト
リーチ活動の充実も含め，様々な側面でより一層充実した大会を
目指します多くの皆様のご参加をお待ちしております

ー目次 -
9  1 連合大会の概要( 日程，費用，お問い合わせ先など)
9  2 開催セッションのご案内
9 3 各種登録について( 変更・キャンセル他)
9 4 その他大会からのお知らせ( 展示・会合のお申込等)

!i 1  連合大会の概要

- 会期 : 2 0 0 7年 5月1 9 日( 土) - 2 4日( 木)
(5月1 9 ・2 0日 一般公開プログラム)
** 5月2 2日( 火) 評議会，大懇親会

- 会場: 幕張メッセ国際会議場

- 各種受付開始日・締切日
・予稿集原稿投稿
2∞7/1/10 最終締切 2/14 ( 水)正午 12・∞

早期締切 2/7 (水) 17:00 
園事前参加登録
2007/1/10 (水) 4/13(金) 正午 12: 00 
圃公費でのお支払申込( 取りまとめ公費払いの場合も)
2007/1/10 (7K) 4/13(金) 正午 12: 00 
・会合申込
2∞17/3/12 (月) 4/27 (金)
** お弁当申込 2007/4/23 (月) 5/9 ( 水) 幕張メッセへ

だくことが最も確実だろうと思っています. 学祢i会議との連携・ ・各種料金
協力関係は基本的に双方向なものであり、お互いの↑静Rを共有す
ることに加えて、お互いに意見交換を行なうことが必要です.2007
年の連合大会では日本学付捨静也球惑星科学委員会と日本地球惑
星科学連合の共同主催で、ユニオンセッションとして『地球惑星
科学の進むべき道」が聞かれる予定です各加盟学会の会員の方々
は、是非積極的に参加し、地球惑星科学の将来展望について、各
学会の御意見を表明され、活発に議論lこ参加頂くようにお願いし
ます

予稿集原稿投稿
2007/2/7 r  
17: 00まで
2007/2/14 

正午 12 : ∞まで

1，500円

3，000円

図掲載 11 500円
投稿料金は，新規投稿を終えた時点で課金されますその後内
容を変更されても料金は変わりません
神図の掲載は，希望者のみ，投稿〆切時点の選択股で確定され，
新規投稿料に加算されます ( これまで図の郵送も受け付けまし

- 50 一



たが、 2∞7年大会より図の掲載はWebアップロードのみになりま 2007 年連合大会に関するf静匝および各種登録ページが置かれて
す ご了承ください) います

事前参加登録申込
一般 13，000円

高簿学校以下教員同学生 6，500円
一般 7，∞0円

高等学校以下教員・学生 3，∞0円
神事前申込は4月 13 日12: 00までにお済ませ下さい. これ以
降は、当日参加登録申込となります.
林 2007年大会より高等朝交以下教員は、学生料金約盈用されま
す詳しいことはホームページにてご案内いたします

当日参加登録申込
一般 15，000円

高等学校以下教員・学生 8，000円
一般 8，∞0円

高得学校以下教員・学生 5，000円
林学部生および70歳以上の方は，投稿の有無に関わらず参加登
録が無料となります

- 個人でのお支払方法

本* 桝* * 伸伸剛' * " 仲伸和件特伸同倒同制咋

連合大会ホームページ
http://¥WIW.jp即 .org/meeting/
州 - 咋や榊 * * 紳剛中桝。同o同時神神 *

詳しくは上記のホームページを是非ご覧下さい変更内容の情報
は随時更新します

- お問い合わせ先:
d洛種登録システムサポート
「宝話量ページにアクセスできないJ r :文字入力ができない」
「確認メールが来ない J etc... 

②個人情報登録・参加登録
flD&パスワード照会 J flD削除したいとき」
「参加登録変更，取消( 要受付期間酷おJ etc. 

③セッション・予稿集原稿投稿
( 但し，システムサポートぱD

笹冶合の申込

個人によるお支払は，予稿集原稿投稿・事前参加登録と同時の， ・上記以外大会全般・:
オンラインシステムによるクレジツトカードでのお支払いのみ可 ( 一般公開プログラム， 展示，予稿集パックナンバー請求等)
能です ( 銀行振込・郵便振替はございません) 日本地球惑星科噛重合事務局

- 指定機関払:
「公費払j など登録者以外の方が支払う場合は，投稿，登録時

の" 決済方法登録画面" で「指定機関払登古和で，必要事項の入
力を行って下さい. ホームページに入る前に，支払責任者( 大会か
らの請求先) 名，連絡先の確認をお願いします. ここで，ご入力
いただいた内容で，後日請求書を送付します
さらに，機関毎でまとめてお支払いをご希望の場合は，査会宣

取りまとめのご担当者に速やかにご連絡いただき，己担当者より，
連合事務局へお申し出下さい. ただしこの場合，手数料としてお
一人につき 2，000円追加して請求させていただきます. ご了承下
さい.

- 請求書:
個人への投稿料金と参加登録料金の請求書の送付はありません
請求書の必要な方は， 4月 13 日までに事務局へご連絡ください.
指定機関払いの請求書は， 2月， 3月， 4月各月末締切，翌月中
旬嵯付になります.

- 領収書:
クレジットカードによるお支払い手続きを終了された方へは，
大会 1週間前までにプログラム等と一緒に送付いたします領収
書の日付は，大会開催国になります

- 大会ホームページ:

〒113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16
学会センタービル4F
Emai 1: Fax: 03-6914-2088 

!i 2  開催セッションのご案内

2007年連合大会では，以下のセッション( 企画中を含む) が開
{ 寵されることになりました. 各セッションの詳細については連合
大会ホームページ上に掲載している「セッション一覧」をご参照
ください.

- ご投稿者の皆様へー投稿受付期間について一
講演要旨の投稿は2007/1/1  
ジ上にて行って下さいー早期投稿にご協力をお願いするとともに，
多くのご投稿をお待ちしております.

. コンビーナの皆様へープログラム編集作業についてー
大会プログラム編集作業は，投稿受付締切後， t溺話命文の採択
とプログラム編成作業が， 2 月中旬から 3 月初旬に集中的! こ行わ
れます. セッション開催日程を含めコマの割り当て，セッション
内の時間割などを決定する大切な作業をお願いすることになりま
すこの期間中は，代表コンビーナご本人( もしくは代理の方)
の連絡先を明確1こし必ず連絡が取れるようにして下さい. なお，
代理をたてる場合は，代理の方の連絡先をプログラム委員会α∞7pc印刷pgu.org)まで，予めお知らせ下さい.
- インターナショナルセッションについて
インターナショナルセッションでは，講演要旨，口頭発表および
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ポスター資料において原則として英語を使用しますー但し，ポス
ター資料には英文に加えて和文を併記することも可とします海
外からの参加や園内外国人の参加を蹴盟します
( セッション一覧の女印)

圃開催セッション一覧・

. 一般公開プログラム: (5 セッション)
5月19日(土)-20日( 日) は，小中高校生，一般の方々を対象に，
以下のようなセッションを企画しております詳細は大会ホーム
ページ，プログラムに掲載いたします また一自刻司けのポスター
を作成し関係機関に広く配布する予定ですご不明な点などは，事
務局までお問合せください.
- 地球・惑星科学トップセミナー
. 高校生によるポスター発表
.21 世紀のフロンティア
テーマ①ひので ( S O L A R - B ) が明かす太陽コロナの不思議
テーマ②日本沈没を科学する: メガリスの滞留と崩壊を予測する
・地球惑星科学の教育とアウトリーチ( 旧地学教育)
- キッチン地球斜学

セッション開催日 5月 19 日( 土) -20 日( 日)
参加費: 無料
参加申込圃お問合せ 日; 刺岬惑星科学連合事務局

- Uユニオンセッション: (4セッション)
.北4湿域の科学
・地球惑星科学の明日を考える一男女共同参画の視点からー
. 日本におけるジオパーク活動の推進
- 地球惑星科学の進むべき道

- レギュラー・スペシャルセッション: (125セッション)
域 ! 崎真奇想欝主叫三日記
・生命-7]<-鉱物相互作用の場的実態 ・地球生命史
- アストロバイオロジ一宇宙における生命起源・進化・分布
と未来
- 地球環境と生物の相互作用

- 重力・ジオイド .  iJ!IJ地学一般

" 太陽圏・惑星間空間
・宇宙プラズマ理論・シミュレーション
・電気伝導度・地殻活動電磁気学
- 地磁気・古地獄気 ・磁気圏一電離圏結合
・宇宙天気 " 電離圏・熱圏
- 大気圏・熱圏下部 ・磁気圏溝造とダイナミクス
. 地震・地主iむ舌動に伴う電磁気現象
• IGY+50  過去から未来へ
女First Results frαTI Solar B  mission 
- 夢の再使用観測ロケットが拓く新しい科学

- 大気化学 - 成層圏過程とその気憶濯の新展開
- モンスーンアジア水文気候研究計画 (MAHASRI)
. 人工湧昇流技術の応用・ C02固定能力の評価

- 地域地質と構造発達史
- 堆積物・堆積岩から読みとる地球表層環境情報
. 方矧羽生廃棄物処分と地球科学
- 変形岩・変成岩とテクトニクス
. 地球年代学・年代層序学
・西太平洋館毎域のガスハイドレートと関連現象
. モデル実験で探る地球表層環境ダイナミクス

・7l<循環. 7]<環境 ・同位体水文学2∞7
・都市域の地下水・環境地質 ・水循環に関わる物質輸送
.J融問: 瞬時心ふ泊三; 三注目別委主主主主
. 地球構成物質のレオロジーと物質移動
- 地球深部ダイナミクス: プレート・マントル・核の相互作用

- オフィオライトと海洋リソスフェア
・岩石・鉱物・資源 ・鉱物の物理・化学
. 中性子散乱による地球惑星科学の新展開
民地球融市憐蝉担
- 古気候・古海洋変動
・海と気候一過去から現代までの変動解明へのアプローチ
. 低緯度域の気候変動と間樹旨標の開発
- 地球温暖化防止のための地球惑星科学
・ヒマラヤ・チベットの上昇とアジアモンスーン
女21COE-EASTEC

" 石油開発における地下情報のイメージング
- 物理探査のフロンティア - 空中からの地球計測

- 太陽系小天体の科学と今後の展望 ・惑星科学
・宇宙惑星における固体物質の形成と進化 ・火星
・始原惑星物質研究の新展開スターダスト+α
開カウントダウン月探査

- 第四紀 - 沖積層研究の新展開
.  GPR ( 地中レーダー) を用いた浅層地下イメージングの現状

- 活断層と古地震
・地震発生の物理
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- 地震に伴う諸現象
. 地震活動



- 強震動・地震災害 - 地震の理論・解析法
- 地震計測・処理システム ・地震予知
- 地震一般 ・地掛喬造・地盤震動
・罷源過程・発震機構 ・地殻構造
・陸域雷原断層の深部すべり過程のモデル化
- 首都圏の地震と強E語h
- 火山活動や沈み込み過程に伴う低周波振動現象
. 地震波伝矯: ; E A 育と応用

- 地下温度構造・熱過程 ・テクトニクス
. 島弧・海嶺衝突帯のテクトニクスと火成作用
・地震学と構i帥質学における応力錦繍手法とその活用
. プレート収束帯における地殻変形運動の統合的醐草

- 活動的火山
・島弧マグマと揮剰生物質

- 雪氷学

- 地質ハザード・地質環境問題

- 火山・火成活動とマグマ
. 火山の熱水系

- 雪氷圏と気候

- 物質循環を基本とした人間生存環境
- 断層帯のレオロジーと地震の発生過程
・地形 ・大気電気一般
. 環境リモートセンシンク、

- 地球流体力学: 地球惑星現象への分野横断的アプローチ
・情報地球惑星科学 ・地球惑星システム科学
女巨大地震発生帯の科学 ・海洋鹿地球科学
• GIS ( 地理情報システム)
- 地球惑星科学における地図・空間表現
・陸域の生物地球化学 ・西太平洋海域の発道畳程
" サンコ百議の物質循環と研究手法: 過去から現在まで
- 生命を育む惑星の起原と進化 ・小型衛星による宇宙科学
・遠洋域の進化 ・宇宙環境と宇宙テクノロジー
・関東アスペリティ・プロジェクト: 掘自1]とモニタリングに向け
て
岡地球掘削科学
大地質媒体における流体移動、物質移行及協素境開面
. デジタルアースと地球惑星科学

女 ・・・インターナショナルセッション
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!j 3  各種畳録について( 変更首取消他)

連合大会ではまず最初に①『個人情報登主剥によって， ID番号を
取得していただいておりますその後で包吋喧ゆ登録を必要に応
じて行って下さい
①個人f静置登録
宰湾参加登録( 事前申込)
③予稿集原稿投稿( 講演申込)

お支払いが未完:
了の場合は登:

i 録・授精も未完了.

!i 3. 1  個人情報登録
連合大会への参加するための各種登録や，日本地球惑星科学連
合からのお知らせを受取るためには，個人f静日登録が必要です
堂盤i主盤世ですので，大会ホームページの『個人情報登録』にて
ご登録下さい.
・ご登録後は，以下が可能になります.

- 個人情報登録 IDの発行
a ニュースレター(JGL ) の送付( 年4回)
. お知らせなどメールによる連絡
・連合大会の参加手続きの簡略化

- 連合大会において，以下の場合は，個人情報登録によって発行
される個人 IDが全員必要です

- 発表者
・予稿の著者および共著者
個参加者
- セッションコンビーナー( 代表/ 共同)
- セッションの座長

神ただし，既に登録済みで， ID番号をお持ちの方は大会毎に
再度行う必要はありません.
特車長勤・卒業等で住所変更が生じた場合も，ホームページ上
の「個人情報登録」にて，所属関住所変更を行って下さい
林今後，ニュースレタ-JGL，大会プログラム，予稿集CD-ROM
など送付は，業側お闘争流府警察. ' 健所立と民名、になりま
す送付物お届け先住所l武住所のみでなく，具体的なお届け
先機関名，建物名，部瞳名など確実に受け取り可能な内容のご
入力をお願いいたします.
く〈個人情報登録のために必漫な情報> >



E 氏名( 漢字，カタカナ，英語) 姓と名別々に
.  E寸nai Iアドレス
- 所属学会( 複鍋墨択式)
・所属機関名( 漢字，カタカナ，英語)
・所属機関名略称( 漢字，英語) ( 表示用)
- 送付物お届け先( 干番号，住所) →そのまま送付ラベル
圃昼間連絡がとれる連絡先電話番号
- 身分( 学生，一般選択式)

93. 2  参加登録( 事前申込 :4月 13 日正午 12 : ∞締切)
・当日ご来場される方( 発表者，座長，聴講・見学のみの方)
は，②「参加登録J が必要です大会当日会場へご入場の際に
は，参加登録後郵送される名札をご着用していただきます事
前申込は当日申込( 当日登録) より担金星皇室三なっています
ので，お勧めいたします.
ただし会合のみに出られる方は参加登録の必要はありません.
総合受付で会合用の名札を受け取り，ご着用お願いします

93. 3  予稿調京稿投稿( 申込 :2 月 14 日正午 12: 00最終締
切)
・予稿集原稿投稿される方出D.②lこ加えて③を行って下さい
共著者も①間固人f静置登E剥の ID 番号が必要ですのでご注意
下さい当日発表のみされる方は②『参加登S剥が必要です

93. 4  オンラインクレジットカード支払登録
・お支払いは，予稿集原稿投稿・事前参加登録と同時にオンラ
インシステムによるクレジットカード (VI  SA. MASTER. ダイナー
ス. JCB. AM臥) でお願いしております

上記以降

- 事前参加登録

2007/4/13 (金)
正午 12 ∞まで

上記以降

取消後，再登録して下さい
011 事務局までご連絡下さい

事務局までご連絡下さい

せん

神変更を希望される場合は事務局へご連絡をお願いします参
加登録の取消は. WEB 上では出来ません事務局での取消作業完
了の通知がありましたら，再登録をお願い致します
連絡方法: Emai  I  又はFAX
連絡先 :  Email: FAX目03-6914-2088

( ご連絡時は個人情報 ID 番号もお知らせ下さい. )

!3 4  大会運営委員会からのお知らせ

94. 1  大会当日の受付時間について
大会期間中の受付時間，場所は以下の通りに開設予定です
圃総合受付・当日登録受付圃
5/19 (土)
5/22 (火)
1Fエントランス正面，デスクおよびカウンター

94. 2  会場での名札着用のお願い
健全な財政を維持するために，以下の事をお願い致します
(1) 事前お申込の方は，大会前に送付された名札を志北Lずに会
場へご持参下さい目

(2) 当日お申込の方は，まず当日登録受付にお立ち寄りになり
精算を済ませた上で名札を受け取って参加してください

(3) 名札を着用せずに会場に入られた方には理由をお伺いします

94. 3  団体展示ー書籍出版・関連商品販売展示
連合大会では.1Fラウンジ・2F中央ロビー及びホワイエにて，
研究団体・企業・出版社などによる研究紹介・書籍・機器などの
展示フースを設けております 21 世紀COEプログラム拠点大学の
展示もございます様々な形でご利用頂き，有効なt静E交換の場
としてご活用ください. ご利用希望の方は，事務局へご連絡下さ
い. 詳細( 申し込み要綱) をこ案内しますなお，お申し込みは
定員に達し次第締め切ります. スペースに限りがございますので，
お早めにお申し込み下さいー詳細は，大会ホームページの「各種
おしらせ」をご覧下さい

94. 4  大学インフォメーションパネル
連合大会期間中には、多くの学部生，高校生カ旬参加されており，
その数は年々増加の傾向にありますそこで，大学や学科・専攻，
あるいは研究室の単位で，その研究や諸活動の紹介用パネルを設
けます学部生・高校生にとっては，今後の進路を決める↑静置を
得る場所として，また各大学機関にとっては，学生・院生確保に，
その魅力を十分アピールしていただきたいと思います是非大学
紹介及び大学院入試案内にご活用下さい. パネルは2枚ご用意い
たします詳細は事務局までお問い合わせ下さい

94. 5  各朝湯会の総会等の開催お申込
各学協会の総会などについては，一般の会合申込を受け付ける

前に受付いたします受付開始は，プログラム田幸島実定後h 直接
連合事務局へお申込下さい. 2 月末に，改めてご案内いたします
ので，ご協力をお願いいたします.
なお、大会会期中のE旦22 B  ( 盆日こは、評議会. EPS賞表彰式

主墾盟主の開催を予定していますー総会等の日程設定時には，ご
考慮をお願いいたします

94. 6  連合大会会場における会合申込み
会合・集会を行う団体の部屋使用希望の申し込みは，プログラ
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ム日程決定後下記の通り，先着順で受付しますのでお早めにお申
込下さい会場内の部屋数に限りがございますので，満室になっ
た場合はできる限り会場周辺の会議施設をご紹介させていただき
ますが，やむを得ずご希望に添えない場合がありますご了承く
ださい
なお，部屋使用料金，お弁当等の詳細はホームページの「会合
のお申込み」をご覧ください
・お申し込み受付・

2007/3/12 (月) - 4/27 (金)
E  お申し込み方法及び申込内容 ・
「会合のお申込』の専用ページにて，以下をご入力してお申込

下さい.
1 ) 会合名称
2) 申込み責任者とそのメールアドレス
3) 利用人数
4) 希望する時間( 開始・終了時刻)

なお，会合時のお弁当のお申込は，会合受付終了後， 4/23 (月)
-5/9 ( 水) 幕張メッセお弁当受付担当へ直接ご発注下さい.

4. 7  大懇親会開催のお知らせ
日時 : 5月2 2日( 火) 1 8 : 3 0 - 2 0 : 3 0  
場所: 1階レストラン定員 2 0 0名
会費: 得司可) 一般 4 0 0 0円，学生 1 5 0 0円

( 当日) 一般 5 0 0 0円，学生2 5 0 0円
* 会費は当日会場受付にてお支払い下さい.

事前のお申込は，大会参加登録画面にてお願いいたします定
員に達し次第締め切らせていただきますお早めにお申込下さい目
多くの皆様のご参加をお待ちしております

4. 8  保育希望の方へ
連合大会では，保育をご希望されます方へ会場に隣接する千
葉市認定保育施設をご紹介しております保育室の利用につきま
しては日和也球惑星科学連合より金銭的補助をいたします詳し
くは大会ホームページ「各種お知らせ」にてご確認ください

4. 9  日; 利郎求惑星科学連合2 0 0 7年大会運営組織
大会運営委員長津田敏隆( 京都大学生存圏研究所)

副委員長高橋幸弘( 東北大学)
事務局長岩上直幹( 東京大学)

・プログラム委員会
委員長 古村孝志( 東京大学地震研究所)
副委員長北和之( 茨城大学)

H  渡辺真人( 産業技術総合研究所)・f静E局
局長 中川茂樹( 東京大学地震研究所)
副局長 武井康子( 東京大学地震研究所)
H  西因究( 東京大学地震研究所)

園大会運営委員会委員
阿部隆( 日本女子大学) ，石橋純一郎( 九州大学: ) ，内田忠賢( 奈

，小田義也( 首都大学東京) ， 

小野高幸( 東北大学: ) ，加藤泰浩( 東京大学) ，篠原育( 宇宙航
空研究開発樹誇) ，竹内希( 東京大学地震研究冊，田中智( 宇宙
航空研究開発樹蕎) ，谷川尚哉( 中央学院大学) ，坪井誠司( 海
洋研究開発機構) ，中江副I ( 産業技術総合研究所) ，藤光康宏( 九
州大学:) ，安原正也( 産業技術総合研究所) ，横川美和( 大阪工業
大学:) ，吉田尚弘( 東京工業夫学) ，吉永秀一郎( 森林総研)
園学会選出プログラム委員 正・盲Ij 2007pc印刷pgu.org
く加盟学協会描蕎〉
* 日本宇宙生物科学会
小林憲正( 横浜国立大学: ) ，山岸明彦( 東京薬科大学)
* 日本応用地質学会
西山賢一( 徳島大学: )， 大野博之( 長崎大学)
* 日本火山学会
下司信夫( 産業技術総合研究所)，青木陽介( 東京大学地震研究所)
* 日本岩石鉱物鉱床学会
角替敏昭( 筑皮大学: ) ，高橋浩( 産業技術総合研究所)
* 日本気象学会
佐藤 薫( 東京大学) ，高薮縁( 東京大学)
* 日本鉱物学会

* 日本国際地図学会
喬( 法政大学)

* 日; 本吉生物学会
北村晃寿( 静岡大学: )，延原尊美( 静岡大学)
* 資源地質学会
加藤泰浩( 東京大学: )，小室光世( 筑波大学)
* 日本地震学会
堀 高峰( 海洋研究開発機構) ，青木 元( 気象庁)
* 人文地理学会
内田忠賢( 奈良女子大学)
* 日本水文科学会
安原正也( 産総冊， 鈴木啓助( 信州大学)
* 水文開水資源学会
樋口篤志( 千葉大学)
* 生態工学会
吉田敏宏( 生態工学会事務局) 小島洋志( 新菱冷熱工業株式会
社)
* 生命の起原及び進化学会
小林憲正( 横浜国立大学: )， 三田 肇( 筑波夫学)
* 石油資源協会
鈴木祐一郎( 産業技術総合研究所)， 一丸裕二( 石油資源開発株式
会社)
* 日; 本雪氷学会

， 竹内望( 千葉大学)
* 日本測地学会
加藤照之( 東京大学地震研究所) ， 大坪俊通( 1 ' 静隠匿信研究樹蕎)
* 大気化学研究会
金谷有剛( 海洋研究開発機構) ， 町田敏暢( 国立環境研究所)
* 日本堆積学会



.  七山太( 産業技術総合研究所)
* 日本第四紀学会
奥村晃史( 広島大学)
* 日本地学教育学会
南島正重( 京都立小石川高等制約
* 日本地下水学会
嶋田純( 熊本大学)
* 日本地球化学会
鈴木勝彦( 海洋研究開発機構) • 下回 玄( 産業技術総合研究所) .  
角皆潤( 北海道大学)
* 地球電磁気" 地球惑星圏学会

.  河野英昭( 九州大学)
* 日制也形学連合
鹿島 薫( 九州大学) • 斉藤享治( 埼玉大学教育学部)
* 日本地質学会
七山太( 産業技術総合研究所) .  片山肇( 産業技術総合研究
所)
* 日本地理学会

• 中林一樹( 首都大学東京)
* 地理情報システム学会
小口 高( 東京大学) .  両角政彦( 日本大学・文理学部)
* 物理探査学会

• 三ケ田均( 京都大学)

小寺浩二( 法政大学) .  佐藤キヱ子( 日本大学)
* 日本惑星科学会

.  国広卓也( 岡山大学)
く協賛学会推薦〉
* 日本大気電気学会
牛尾知雄( 大阪大学)
* 日本サンゴ礁学会
鈴木淳( 産業技術総合研究所) . 大森保( 琉球大学)
* 日本高圧力学会

.  奥地拓生( 名古屋大学)
( 以上学会五十音11慎敬称略)

[3] 文部科学省に提出した提言について
一義手鉾k育段階での「理科」のあり方に関する提言問

教育問題検討委員会委員長阿部国広同副委員長根本泰雄，
問委員会教育課程小委員会*

はじめに
1998年 12月告示. 2002年4月施行の小学ヰ交学習指導要領( 1 ) で
は，第6学年において，
C  地球と宇宙
(1 )  土地やその中に含まれる物を観察し，土地のっくりや土地
のでき方を調べ土地のっくりと変化についての考えをもつ
ようにする

ア土地は，傑( れきに砂，粘土火山灰及び岩石からで
きており，層をつくって広がっているものがあること
イ
石が含まれているものがあること
ウ土地は，火山の噴火によって変化すること
エ土地は，地震によって変化すること

とあり，内容の取り扱いに，
内容の rc地球と宇宙J の( 1  ) については，次のとおり取り扱
うものとする目

ア アで扱う岩石は，磯岩，砂岩及び泥岩のみとすること.
イ 化右lお也層が水の作用でできたことを示す程度にとど
めることー
ウ ウ，エについては，児童がウ又はエのいずれかを趨尺し
て調べるようにすること
エエについては，地震の原因については触れないこと

とある
1998年告示. 2∞2年4月施行の中朝交学習指導要領ωでは，第
2分野の内容として，
(7) 自然と人間
微生物の働きや自然環境を調べ自然界における生物相E の関
係や自然界のつり合いについて理解し，自然と人聞のかかわり方
について総合的に見たり考えたりすることができるようにする

ア自然と環境
(ア) 微生物の働きを調べ，植物，動物及的微生物を栄謝夏
取の箇から相互に関連付けてとらえるとともに，自然界
では，これらの生物がつり合いを保って生活しているこ
とを見いだすこと

(イ) 学宇苅司辺の身近な自然環境について調べ自然環境は
自然界のつり合いの上に成り立っていることを理解す
るとともに，自然環境を保全することの重要性を認識す
ること.

イ 自然と人間
(ア) 自然がもたらす恩恵や災害について調べ，これらを多
面的，総合的にとらえて，自然と人間のかかわり方につ
いて考察すること

とあり，内容の取り扱いに，
(8) 内容の(7)については，次のとおり取り扱うものとする.
一中略一
ウ イの( ア) については，記録や資料を基に調べること「災
害」については，地域において過去に地震，火山，津波，
台風，洪水などの災害があった場合には，その災害につい
て調べること

とある.

提言作成の趣旨と現在の取り組み
現行の学習指導要領では，上記したように，小学校では地震か

火山かどちらかしか学ばなくてもよいこととなっており，中学校
では地域において過去に起きたことがない自然災害に関しては学
ばなくてもよいこととなっている 地震も火山も多く，多くの自
然災害が発生している現状，生まれ育った地で一生を送らない人
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の増加を考えると，生きる力( 生き延びる力) を育てるためにも，
こうした履修方法では不十分であると考えられる目他にも，島国
であるにもかかわらず. ; 毎に関する内容カ苛亙端に少ないといった
問題も指摘されている また， r生活科」の導入以降， r理科」が
小学校第 1学年，第 2学年から無くなり，そのために小学校第 3
学年になってから直ぐlこ「理科J の授業が成り立たなくなってき
ているため，科学的に自然を見る眼が育ちにくくなっていること
も指摘されてきているそこで，この現状を憂慮して r義務教育
段階ですべての児童・生徒が地球人として必要とされる科学リテ
ラシーの基礎を身に付けられるようにするJため， 2∞5年 7月29
日に提出した提言(3)に続いて「義務教育段階での「理科」のあり
方に関して」の提言(4)を2006年 7月27 日に文剖可ヰ学省へ提言と
して浜野洋三代表. i:自E上教育問題検討委員会教育課程小委員会副
委員長( 阿部教育問題検討委員会委員長の代理) ，根本教育問題検
討委員会副委員長の 3名が持参説明のよで提出した提言の内容
は次の通りである. 提言の趣旨は，日本地球惑星科学連合の HP
を参照されたい(URL: http://www. jpgu. org/education/ 20060727 
doc.h凶 1).

提言
義務教育段階ですべての児童・生徒が地球人として必要とされ
る科学リテラシーの基礎を身に付けられるようにするため，下記
の提言をします

(1 ) 地球人として必要とされる科学リテラシーの基礎を身に付
けられるようにするため，軒主教育段階における「理科j の
学習内容を保障すること* 1 )

その中で，現行では欠如，著しい不足，不適当な取り扱い
方をしている内容，項目取り扱い方のうち，地球惑星科学
に関する事項は次の通りです

- 義務教育段階，特に前期中等教育関皆( 中朝交等) での海に
関する内容を充実させること

- 小学戦段階において地震も火山もともに学:... 5ヰ着成とし，前期
中等教育段階( 中朝交等) において多くの自然災害に関して
自然との共生の視点も交えて学べる内容にすること

(2) 現在の義手鮮文育段階における「理科」の内容に加え，上記
を達成するため，義務教育段階における「理科」の授業時間
数を増加させること

• I問主校 1，2年次の「理科」を傷舌させることが望ましいが，
復活がない場合でも「生活科」における小学校中学年以降の
「理科J 学習の基礎となる自然{ 本験等を増やすこと

また，同日同時刻にプレスリリースを行い，その内容は日本教育
新聞等に記事として掲載された. さらに，物理や化学，生物に関
係する学協会でも日本地球惑星科学連合州中校・中朝交での「理

科」に関係して出した提言として紹介されるなど，関係各方面へ
脚立を投げかけている.
2006年 12月現在，教育課程小委員会では，高校 2年以降に履

修する「理科」の科目のうち，地球惑星科学に関連した内容とし
て相応しい項目制可であるのかの検討を行っている 皆様のさら
なるご協力，J . 里解を得られれば幸いです.

一参考文献一
( 1 ) 文部科学省(1999) 小学校学習指導要領J
α) 文部科学省 (1999) 中学校学習指導要領
。) 日本地球惑星科学連合(2005)
http://www目 jpgu.org/education/20050729_doc.html
(4) 日本地球惑星科学連合α∞6)
http:1.川W.Jpgu目。rg/education/2∞60727 doc.h凶|

* 教育課程小委員会委員
委員長宮嶋敏( 地学教育上
副委員長瀧上豊( 地球化学) ，山下敏( 惑星科学) ，
委員相原延光晴間・火山)，佐藤毅彦( 顧閣・惑星科学0，阿部国
広( 地質) ，芝川明義( 地質) ，天野和孝( 古生物1)，畠山正直( 気象)， 
坪田幸政( 気象) ，間々田和彦( 海洋)，鈴木文二( 惑星科学0，中井
仁(SGEPSS) ，大村善治(SGEPSS) ，野坂徹(SGEPSS) ，林武広( 地学
教育)，林信太郎( 火山) ，吉本充宏( 火山) ，南島正重( 地震診，根本
泰雄(地震号

[4J 委員会報告

- 連合男女共同参画委員会
前回佐和子委員長( 京都女子大学)

現在、各加盟学会会員の男女比を調査している これまでに 20

6切
である ただし、これらの数字は、複数学会に加盟している会員
を含む延べ人数である目男女共同参画に対する対応組織は 3学会、
それ以外に担当者が置かれている学会は2学会である 詳細な年
齢別分布を調査した学会は5学会あった 今後、より多くの加盟
学会でもこのような基礎資料を作成するよう、協力を呼びかける
予定である
2006年 7月、男女共同参画学協会連絡会への正式加盟が承認さ

れ、 10月の第4団連絡会シンポジウムで、連合を代表して、中村
総務委員長が挨拶した このシンポジウムではポスターセッショ
ンで、連合の紹介ならびに、過去 9年間にわたる合同大会と連合
大会の保育室活動をまとめて発表したなお、定例で開催されて
いる学協会連絡会運営委員会へは、本委員会から担当者が出席し、
全国的な情勢について、情報を委員に提供している
2007年度連合大会で委員会主催のユニオンセッシヨン「地球惑

星科学の明日を考える一男女共同参画の視点からーJ を開催する
予定であるー本セッションは、男女共同参画に基づく地球惑星科
学の発展について、その基本的な視点とピ、ジョンを明らかにする
ことを、その目的としている そのために、科学技術政策および
学術の分野における男女共同参画を総括的に取り上げ、さらに、
地球惑星科学における男女共同参画の取り組み、若手研究者を巡
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る諸問題を検証する予定である目
・国際委員会

加藤照之副委員長( 東京大学地震研究所)
国際委員会は，日本学称i会議の地球惑星科学委員会の下部組織
である国際対応分科会( 河野長委員長; 平朝彦幹事) と連携しつ
つ，関連各学会の国際的活動の支援を行っています. 例えば旧来
の日本学術会議で国際浪IJ地学・地球物理学連合 (IUGG) 傘下の各
協会への対応のために設宣されていたいわゆる研究連絡委員会が
新しい学制f会議では廃止され，今期からこれに代わるものとして，
小委員会の設置が認められたため，国際対応分科会と協力しつつ，
小委員会の構成メン/¥-1こ国際委員会のメンバーを入れるなどの
措置をとっています また，国際対応分科会のメンバーのうち特
任連携会員の選出などについて国際委員会からの協力が求められ
ています目

[5] 評議会議事録

- 日本地球惑星科学連合第4回評議会議事録・
日時 : 2006年 10月 12 日( 木) 15 目00-17:30
場所: 東京大学理学部3号館320号室
出席者: ( 敬称略，日本を除く学会名 50音11頂)
井上大柴( 日本応用地質学会) ，植松光夫( 日本海洋学会) ，板谷
徹丸( 日本岩石鉱物鉱床学会) ，松原聴( 日本鉱物学会) ，中村和郎
( 日本国際地図学会)，棚部一成( 日本古生物学会) ，高橋新平
( 日本沙漠学会) ，島崎邦彦( 日本地震学会) ，塩野清治( 日本情
報地質学会) ，森和紀( 日本水文科学会)，新田慶治，吉田敏宏( 生
態工学会) ，島田秋彦( 生命の起原および進化学会) ，宮川昭悦( 石
油技術協会)，竹本修三( 日本浪IJ地学会) ，金谷有岡11 ( 大気化学研
究会) ，角和善隆( 日本堆積学会) ，吾妻崇( 日本第四紀学会) ， 
下野洋( 日本地学教育学会) ，柳津蜘佐( 地学団体研究会) ，松田
准ー( 日本地球化学会) ，本蔵義守( 地球電磁気・地球惑星圏学会) ，
斎藤享治( 日本地形学連合同日本地理学会) ，出京幸雄( 日本地熱
学会)，小口高( 地理情報システム学会) ，田中割愛和( 東京地学協
会) ，鳥谷均( 日本農業気象学会) ，松岡俊文( 物理探査学会) ，芝
山道郎( 日本リモートセンシング学会) ，永原裕子( 日本惑星科学
会，日本学術会議) ，河野長，阿部篤行( 日本学科f会議) ，浜町羊三，
中村正人，吉田武義，川欄恵高，小原隆博，大村善治，田近英一，原辰
彦，高橋幸弘，古村亮一，根本泰雄，加藤照之( 日本地球惑星科塙重
合 ) 計44名

議題 :
1目 新規加盟学協会の承認報告，紹介 ( 石油技術協会，日本地
熱学会，地学団体研究会)
2. 運営会議舌輯陪 ( 大会運営，企画，広報・アウトリー
チ，国際，教育問題検討，財務委，側主，各委員会)
3. 日本学術会議舌動報告
委員会，地球・人間圏分科会，国際対応分科会)

配布資料-
1  日本地球惑星科学連合加盟学協会一覧
2. 新規加盟学会申請書( 石油技術協会，日本地熱学会，地学団
体研究会)
3. 第 4回大会運営委員会議事録
4. 2006年度大会におけるアンケート調査のまとめ
5. 2007年連合大会日程表及び料金表
6. 2007年プログラム委員名簿
7. 2007年レギュラーセッション一覧
8. 第4因企画委員会議事録
9. 2006年大会後援・展示等団体一覧
10目 2∞6年インターナショナルセッシヨンと一般公開プログラ
ム
11 第 20期日本学祢5会議公開講演会・シンポジウム一覧
12. 日本学仲f会議シンポジウム提案書書式例
13. 広報アウトリーチ委員会活動報告
14. 第7回~ 第9回教育課程小委員会議事録
15 教育提言書
16目 財務委員会第 2期収支報告書
17. 2∞6年実績/2007年予算案
18. 日本地球惑星科学建合法人化について
19. 第2回運営会議事録
20. 第 2回総務委員会議事録
21. 日本学術会議資料一式( 第3部分野別委員会の組織と各名簿，
活動報告など)

くアクションアイテム〉
1. 連合名簿更新のため，委員や役員の交代があった場合は『速
やかに連合事務局へ主主格する. ( 各学協会)
Z  個人情報登録されている会員が少ない学協会は，個人登録者
を増やすように会員に呼びかけるー( 各学協会)
3. 各学協会において， 2∞7年大会に少なくとも 1件はセッショ
ン提案をすること，及びプログラム委員も選出することを検討す
る( 各学協会)
4固 できる限り多くの地球惑星科学関係者に JGL を配布できるよ
う，各学協会内で配布するか，個人f静E登録を促すという形で協
力をする. ( 各学協会)
5. JGL発行にともなう経費の財源確保のため， JGLの広告主を紹
介する ( 各学協会)
6目 新規加盟学協会を始め，未選出の学協会は国際委員会へ代表
を派遣する. ( 未選出の学協会)
7. r国際地学オリンピック』へ参加するための↑静Rを収集する.
( 連合教育問題検討委員会)
8. 日本学材t会議国際対応分科会，小委員会が各コミニティの代
表として適切なメンバーで構成され，オーソライス、された組織に
なるよう協力できる体制作りを早急に行う. ( 連合国際委員会)
9  国際会議の会長，副会長で，まだ特任連携会員になっていな
い場合があれば，学術会議地球惑星科学委員会へ知らせる. (全
員)
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く承認事昏
1. 2007年度予算案

議事詳細
1  新規加盟学協会の承認報告，学会紹介
- 石油技術協会( 7 月 14 日付)，日本地熱学会，地学団体研究会(10
月3 日付)の 3学協会の加盟について，連合評議会において正式に
承認され，各新規加盟学協会の代表者より自己紹介があった.
・この新規加入を含め，加盟数が46学協会となり，設立時24学協
会よりほぼ倍増となった
・連合の名簿更新のため，委員や役員の交代があった場合は，速
やかに連合事務局へ連絡する

2. 運営会議活動報告
( 1 ) 大会運営委員会 ( 高橋副委員長，古村2007年大会プログラ
ム委員長)
2006年大会アンケート結果について
.  8月3 日大会運営委員会が開催され， 2006年大会総括として会
期中に行った大会に関するアンケート結果から，参加者の大会に
対する要望の分析を行った
口頭発表の時間，会場広さともに「ちょうどよい」が約 70%

ただし特定のセッションについて「会場が狭いJの回答があった.
ポスター発表全体評価「大変満足J r満足J があわせて 90%

2006年大会は，前年に比べ講演申込数が約 1害IJ増加したことに対
応すべく( 投稿数2，725件) ，これまで口頭・ポスター発表の数の
割合民 3:2であったのを， 1: 1にしたポスター発表を軽視し
たのではなく，会場の広さを 2倍に広げ，人の集まりやすいレイ
アウトにして，ポスター発表の内容をより充実させ，口頭発表並
みの質を持たせる目的だった
- ナイトセッション設置「不可J r望ましくない」あわせて 82%
来年も見込まれる講演申込数の増加への対策としての， r会期延
長J と「ナイトセッション」の 2案についてもアンケートをとっ
た結果 rナイトセッションJ は， 44%が不可， 38%が望ましく
ないであったのに対し r会期延長Jは， 46-47%が「特に問題な
い」との回答だった. これを受けて， 2∞7年大会は会期を 5 日
から 6日にすることが検討され，会場を確保した
・口頭講演希望をコンビーナ権限でポスターへの移動の是非は
90%が「可j
ポスターコアタイムを口頭発表時間帯に開催することには，

67%が「望ましいJ
現在の夕方に設定しているコアタイムは再考の余地がある

2007年大会プログ、ラム委員会準備状況について
・プログラム委員は，現在 33学協会より選出されている，各分
野をカバーしたプログ、ラム編成を行うため，これからも受け付け
たいので，未選出の学協会はプログラム委員を派遣してほしい.
円滑な運営のために以下の 3点について作成する.

1  )  投稿規定の作成

コンビーナが査読して，採否を可能にする状況に応じてセッシ
ョン聞の移動があることも盛り込む
2) 著作権の明確化
論文の著作権は日本地球惑星科学連合に委譲することただし著
者の二次使用は可とするなど，あまり厳しい内容にはならないが，
明文化しておく.
3) コンビーナによるプログラム編成に関するガイドラインの作
成
論文採否を可能にすることから，その役割の重要性・地位は高ま
ったと考えられるが，プログラム編成をどのように行うか，発表
時間を守り円滑なセッション開催が実現できるような内容を盛り
込む
- 今後のプログラム日程
レギュラーセッションは確定し，今年は 72件
現在ユニオン，スペシャルセッションの提案を募集中
12月 15 日 開催セッションWEB公開
1月 10 日投稿受付開始
・大会参加者を増やすために，各学協会は，少なくとも 1件はセ
ッション提案をすること是非検討してほしい

(2)企画委員会( 大村委員長)
.  9月 12 日に企画委員会が開催された. 2∞6年大会レビューと
2007年大会に向けて以下を検討した.
1  )  団体展示
会期が5日から 6日延長になったので，出展料を 1件 25万円から
30万円にする
2) 書籍出版展示
会場を 1階に移動させたレイアウトを検討し， 2階フロアの飽和
状態を緩和する目
3) インターナショナルセッション
2005年大会より毎回 4-5件開催されているが， 連合の国際的な
認却度を上げるために日本在住及び，海外からの研究者が参加で
きる企画を行うよう今後もインターナショナルセッションを増や
して行く方向で見解が一致した 本格的に推進するにあたり WEB
システムの英文化カt課題となっているので，財務委員会・大会運
営委員会情報局と調整をはかり，改善していきたい.
具体的な内容については，日本学締法静也求惑星科学委員会へ協
力を求めて，現在地球惑星科学各分野で進行している国際的プロ
グラム関連のセッション開催をめざいたい
4) 一般公開プログラム

:  2∞6 年大会では大変好評であった
ので， 2006年大会も引き続き同テーマで開催する 4-5件の講演
を予定しており，現在具体的な内容を委員会内で検討している

:  2007 年大会が土曜日曜を含む日程である
のでこの 2日間を利用して，小学生から参加できる企画を提案し
アウトリーチ委員会と連携をしながら特別な企画を検討する
5) 懇親会
若者中心のビアパーティと少しフォーマルな連合パーティの2 つ
に分けてきたが，参加者の過不足のアンバランスを解消するため
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1つにまとめた形での開催を検討している. 多くの皆様に積極的
な参加を呼びかけていきたい
6) 日本学術会議共催シンポジウム
日本学術会議との連携を各方面へ提示する手段として，共同開催
のシンポジウムについて検討することになった. テーマの候補と
して，連合がこれまで取り組んできた教育問題があがっている

(3) 広報アウトリーチ委員会 ( 田近委員長・原副委員長)
連合大会でのアウトリーチ活動
• 2006年大会の総括
1) 一般公開プログラム「地球・惑星科学トップセミナー」闘雀
2年目の講演企画で，概ね好評であった.
2) 一般公開プログラム「高校生セッション」開催
大変盛況だったが初めての詰みだったため反省点もあり，大会後
参加高校にアンケートを実施した
〈アンケート集計結果 2007年大会への課題予
・当日の運嘗( 控え室を用意)
- 事前事後の周知広報を( 科学雑誌などを利用)
- 遠隔地からの参加
- 他のセッションとの連携をする.
- 参加証の発行ー → 大会後，全校( 生徒は希望者) に

対して参加証を発行した
来年発表する生徒，朝交それぞれ

に発行予定
.  2007年大会の準備
1  )  高校生ポスター発表企画
アンケート結果を踏まえて，より充実した内容で継鏡実施予定
2) 地球惑星科学トップセミナー
継続実施予定
3) アウトリーチ関連企画の拡充
土日を利用したアウトリーチ企画を現在複数の方面に+ 古書し，内
容を模索中である.
・ブース出展・後援機関によるアウトリーチ企画( アンケート実
施中)
- 地学教育関係者の公開講義，実験
・「教養理科」のデモンストレーシヨン講義
. キッチン地球科学の子会講義・実験
・日本未来館との連携企画

他のアウトリーチ活動としての講師紹介

登録を促すという形でご協力をお願いしている 発行にともなう
経費の財源確保のため， JGLの広告主を紹介してほしい.
・連合内部に向けた広報活動
連合ニュースの配信( 加盟学協会の全会員対象，連合活動の報告，
電子媒体) 配布は，各学協会を通じて行っているので，ホームペ
ージなどに掲載するなどご協力をお願いしたい.
・プレスリリース
7月 27 日「日本地球惑星科学連合より文部科学省へ提出した義
務教育段階での「理科教育」のあり方に関する提言について」

(4) 国際委員会 ( 加藤副委員長)
- 新規加盟学協会および，来選出の学協会は是非，国際委員会
へ代表を派遣してほしい.
- 国際的な他の学会・申郎裁(EGU • AOGSなど) との連携を考えてお
り，来年の7月に開催されるAOGSへのセッション提案に協力をし
てほしいとの要請があった締切は 10月 16 日
- 日本学術会静也球惑星科学委員会国際対応分科会とも連携を図
り，窓口として国際的対応に関しても必要があれば連携をとって
活動をしていく

(5) 教育問題検討委員会( 根本副委員長)
・連合大会関連では，一般公開プログラムとレギュラーセッショ
ン「教育とアウトリーチ」に携わっており， レギュラーセッシヨ
ンについては， 2007年大会も継続予定である一般公開プログラ
ムについては，企画委員会より，日本学付ij会議共催シンポジウム
での開催の打診を受けており，検討中である
.  7/27 に文部科学省へ「全ての児童・生徒が地球人としての科
学リテラシーを身に付けるために一義務教育段階での『理科」の
あり方に関して- J の提言を提出した
.  7/30 に第 1回「教員養成等検討小委員会」が開催され，大東
文化大学中井睦美助教授が世話人に就任，今後教員養成等に関す
る問題に取り組む委員会活動の資金確保のため，私立大学等研
究助成金制度へ申請を行い結果待ち.
‘委員については，参加学協会数が増加したこともあり， 2年目
を目処に見直しが必要かと考えているので，再選出時はご協力を
お願いしたい.
.  2007年 9月韓国にて闘産される第 1回「国際地学オリンピッ
クJ へ対応する場合は，国際委員会，アウトリーチ委員会と連携
をはかりfこし、-

- 淡路サイエンスチャレンジ 2006 < 日本地学教育学会下野会長より「地学オリンピック」の状況説
『夢のたまご塾」飛騨アカデミー2006夏セミナ一 明〉

9月17 日から 4日間ドイツのパイロイト大学にて開催された国
広報活動 際地学教育学会において，第 1回「国際地学オリンピック」が韓
・対外的広報活動 国で開催されることが発表された日本については対応が難しい
1 ) 各種アウトリーチ活動 状況であることを回答した回現在の参加予定は 11 カ国日本の窓
2) ニュースレター誌JGLの発行( 連合大会個人儒日登録者対象に 口は静岡大学熊里子善介氏
無料配布，科学情報冊子)
配布は，各学協会において，直接会員への配布または，個人t静R く質掬芯答・意見交膨
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日本が参加できない理由は財政的な問題であれば. SSHの高校 ・予算の収入増の見込み要素は何か→投稿料・参加費単価は
は，今から来年度の予算を取ることは可能だと思われる 据え置きだが，数が増えると予想.
圏内的に周知はされていない ・予算での会場費用は. 5日から 6日へ増加なので本来は 20%

・地理分野でも同様にオリンピックが開催されており，来年参加 増と考えられる抗 10%増にしている根拠は何か目→幕張メツ
を予定してるので，ノウハウがある. セの好意で未使用の部分は支払わなくてよいように便宜を図って
・連合として，可能な限り「国際地学オリンピック」へ対応すべ もらっているー試算で6 日分料金全額は払わず. 10%増で抑えられ
きであるので，具体的にどうすればいいか，まず瀞岡大学熊野善 ると判断
介氏と連絡をとり情報を収集する.

(6) 財務委員会( 川幡委員長)
. 委員会の方針
以下について各委員会へ説明を行い，理解を得た上で，諸活動を推
進してもらった.
1) r顧客の満足度をあげる」→ JGL の発行. 大会でのポスタ
ー会場紘大などで実現
2) r委員の満足度もあげる」→委員は全てボランティア
3) r放漫財政にしない」→繰越金の約2000万円は，特別な支
出用・蓄えとして留保し年次内会計は収入支出はバランスをと
るように運営する.
.  2006年度収支について
繰越金 2094万円( 主に IUGG移管金) . 収入 5496万円( 主に，連
合大会での参加.t空軍高費収入その他JGL広告料，ブース展示事ヰ) .
支出 5321 万円( 会場使用料-86万，アルバイト経費一135万，前
年比) . 次期繰越金 2270万円，年間収支 175万円の黒字.
今回 9月末で〆られた収支は，正式に監査人の監査をを受けたの
ち次回の評議会にて正式に承認.
.  2007年度予算について
収入 5741 万円( 参加費.t窃高費 6 %増で算出) . 支出 5684万円( 事
務局家賃関係+214万円. JCOMシステム構築費-50万円) 年間収
支 57万黒字としたい.
.  2007年度の課題は「国際化J. 主に以下 2点に対処できればと
考えている
a)WEB システムの英語化ー
b)EGU との連携で，共同出版などの模索.

〈質疑応答・意見交掛
.  2006年度年間収支の 175 万円の黒字は.
と少ない さらに，事務所家賃等の経費を年間で発生したと想定
(2∞6年は1ヶ月のみ) すれば，赤字であるとも考えられるので，
財政状況は厳しい，長期的に安定しているとは言えず，きわめて
大きな問題であると思われる.
.  2007 年度予算もぼほプラスマイナスゼ口の予定だカ〈収入源
である連合大会の参加・投稿が予想以上に増収となれば黒字にな
れる現在 46学会のうち，現在セッションを持っていない20学
会はセッションを 1つ開催するか.1 学会 30人ほど参加者を出す
ことにより. 1500万円位の増収につながる.
各学協会においては，きびしい財政状況を理解して，特に個人情
報登録されている会員が少ない学会は，個人登録者を増やすよう
に努力して欲しい目

く2007年度予算案承認ふ
.2006年 10月から 2∞7年9月までの予算案については，議論が
少なかったが，過去の実績と更なる運営努力を約束して，承認さ
れた

( 7 ) 総務委員会( 中村総務委員長)
. 男女共同参画委員会について
7 月 3 日委員会として男女共同参画学協会連絡会への加盟申請し
正式に加盟が承認された
10 月 6 日東京大学にて闘佳されたシンポジウム" 育て，女性研究
者 1理工系女性研究者支援の新しし、疲' へ参加ー
法人化について

平成20年施行される新法に基づく公益法人化を目指して，現在勉
強中である.
1  )  メリット「団体名で様々な契約が可能になるJ r社会的信用が
増すJ r海外活動で必要」
デメリット「事務量の増加J r公益法人でなければ課税対象J r入
会制限ができないJ
2) 幸肺lJ度は，許認可制から申請制となり，要件を満たしていれ
ば認定される目
種類は「一般社団法人J r一般財団法人J ( 登記のみ)
「公酎土団法人J r公益財団法人J ( 公益認定された場合のみ)
3) 公益認定される事業は 23あり，連合は「学術・科学技術の振
興J. r文化・芸術の振興J. r ; 教育・スポーツ」関連 r男女共同参
画J関連 r地球環境保全」関連項目に関係が深く，公益性の認定
を受けられる可能↑生があると思われる
4) 任意団体が公益社団法人を目指す場合は，まず一般社団法人
を設立しさらに公益認定を受けて，公益社団法人なる段階を踏
む公益認定がなされない場合は. NPO法人を設立を目指す.

く質知芯答・意見交野
・公益認定の要件に当初「学術・科学技術の振興J の項目が含
まれていなかったが，日本学締法議からのはたらきかけによって
追加された樹毒がある
- 日本学術会議において，今後学協会を強化するためにどうすべ
きかの検討が始まっている. また学協会にヒアリング，実情調査
を行う外郭団体が作られることになり，その委員として，建築研
原辰彦氏東北大学高橋幸弘氏を推薦した. ここでは，公益性を
判断する基準を作っていくことになる

3  日本学付ij会議関連
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( 1 ) 学術会議舌動全般について( 地球惑星科学委員会幹事，地球・
惑星圏分科会永原裕子委員長)
.  8/20付で第 2次連携会員が発令され，会員・第 1次連携会員
とあわせて，ぼぼ 2000名強からなる集団となり， 1年間行って
きた組織の体制作りがようやく出来上がった. また会長の交代が
あり，新会長に金津一郎氏が就任された.
・日本学. f ，I i j ; 会議は，日本で唯一オーソライズされているボトムア
ップの組織の岐命として，政樹是言，諮問回答，声明発表なども
おこなった.
「科学者の行動規範について」
科学者コミニティ自身が自らを律することができる集団であるこ
とを広く示したことは重要である
「太陽系の惑星の定義について」
研究成果が深く教育に関わること示すことができた. 研究者が迅
速にリーダーシップをとって，科学者コミニティのみならず，教
育現場，マスコミを巻き込んだ形での表明は意義深い
開その他広報活動，国際会議の開雀 (8件，関係するものは， 7  
月国際鉱物会議 IMA) を行った.

(2) 地球惑星科学委員会について( 地球惑星科学委員会幹事，地
球・惑星圏分科会永原裕子委員長)
- 連携会員が56名になったことから全員が有益に活動できる体
制，特に分科会の見直し検討することになった. 教育，人材教育，
アウトリーチ等， 10/21 委員会で決定する予定
- 今後は，対外的及びコミニティ向けの活動として，連合大会
で学付f会議主催セッション開催，学術会議主催の公開講演会等を
検討している.
- その他，分科会における活動，国際組織対応小委員会設置( 今
後も数が増える見込み) を行った 長期的には小委員会は，コ
ミニティ活性化のためを分科会へランクアップすることも考えて
いる.

(3) 地球・人間圏分科会について( 岡部篤行委員長)
・現在 35名. 現在は課題・内容について勉強会を行っている
「地球環境変化の人間的側面計画J flYPEJ f大規模自然災害J 3  
つの側面から課題を見つけ， 2 年後提言書の形でまとめられるよ
う活動している

(4) 国際対応分科会について( 河野長委員長)

上は国際委員会が担当である. しかし実際は G8サミット，アジ
ア学術会議など学術会議以外，日本で担当する部署がない事業へ
の対応で手一杯で，諸分野で可能なものについては，各委員会の
分科会で対応する組織構造になっているのが現状.
・日本学符民会議が加盟する国際的団体41 のうち，地球惑星科学
関係は 11，共同事業をあわせると 15-16 と多数あるため，地球
惑星科学委員会では個々の分科会は作れず，国際対応分科会下の
小委員会組織で対応する.
・小委員会は財政的基盤がないが，自由に立ち上げられメン1¥'一

も決められる. 小委員会の統括は国際対応分科会が行う 2月，
7 月の分科会会合では，小委員会立上げ，メンバーの構成をどう
するかの議論の場として連合の国際委員会に協力してもらうこ
とを取り決めた. 具体的には糊壬連携会員の推薦など，学仲f会議
だけでは↑静E不足で判断が難しい部分を補足し，オーソラズされ
た組織作りに助力してほしい
・学術会議の国際対応業務には， 1)国際組織に加盟すること 2) 
国際会議の主催 3) 代表派遣がある.
1) 国際組織加盟加盟金などの予算的な問題があるので難しいか
もしれないが，新規加盟の希望があれば，申請してほしい.
2) 国際会議の主催会議に加盟しているかは問わない 誰でも
応募してよい. ただし 3年前に応募すること現在募集している
のは， 2∞9年度開催分.
3) 代表派遣誰でも応募してよいが，派遣者は日本国籍である
こと，

く質知之、答同意見交船
組国際対応分科会特任連携会員の数は新たに増やすことは可能か
→必要であれば，多少は可能と思われる
国際対応分科会メンバーを検討を連合国際委員会で行うこと

について，実際には小委員会からのボトムアップでなければゃれ
ないのではないか.
→連合に期待することは，地球惑星科学関連の学会代表メンバー
がそろっている組織の利点を生かして，特任連携会員や小委員会
メンバーにコミニティの代表として適切な人材を選出できるよう
協力してほしい目またそれが可能な体制作りを検討してほしい.
国際会議の会長，副会長は自動的に特任連携会員となるので，

抜けている場合は知らせてほしい
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